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MPS研究会への投稿論文の作成準備
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1 今月の研究内容

私は，11月に行われるMPS研究会にて発表を行うこ
とが決定している．そのため，現在は投稿論文の作成を

主に行っている．今月は，これに伴って，文献調査とア

ルゴリズムの変更を行った．

2 論文内容

以下に，投稿予定の論文の内容を示す．

分散遺伝的アルゴリズム（ＤＧＡ）は，複数のサブ母

集団によって母集団を形成する遺伝的アルゴリズムの計

算モデルである．ＤＧＡは，効率の良い並列化手法であ

ると同時に，解探索性能に優れた計算モデルでもある．

しかしながら，多目的最適化においては，探索過程にお

いて多様性の保持が重要になってくるために，各サブ母

集団内の個体数が少ないＤＧＡは，母集団が単数である

多目的遺伝的アルゴリズムと比較して性能が劣るとい

う報告がある．そこで，我々は，分散遺伝的アルゴリズ

ムに多目的最適化に適した複数のメカニズムを組み込ん

だ新しい分散遺伝的アルゴリズムの提案を行う．提案手

法では各サブ母集団に異なる重みベクトルを与えて単一

目的最適化を行わせることにより，母集団全体としての

多様性維持と，サブ母集団内での局所探索能力の向上を

図っている．また，重みベクトルを適応的に変化させる

ことにより，幅広くかつ均等な非劣解集合を得ることを

可能とした．本論文では提案手法と，最近特に注目され

ている多目的最適化手法である SPEA2と NSGA-IIと
の比較を行った．その結果，提案手法は良好な性能を示

すことが分かった．

3 論文作成の準備

3.1 文献調査

論文を執筆するにあたり，提案手法と似たアルゴリズ

ムを持つ手法について文献調査を行った．調査した論文

について，以下に簡単に示す．

1. Virtual Subpopulation Genetic Algorithm :
VSGA 1)

ドーナツ状の曲面上に配置されたセル内に個体が配

置されており，ドーナツ状の曲面は，複数の論理的

な境界によってサブ母集団に分割されている．論文

中では，この手法は単一母集団の手法と比較して性

能が劣ると報告されている．

2. Cellular Multi-Objective Genetic Algori-

htm : C-MOGA2)

n目的に対する重みベクトルは，(n − 1)次元の超
平面上に位置する（Fig. 1）．C-MOGAはこの超
平面上に均等にセルを配置する．これらのセルの位

置は重みベクトルに対応しており，各セルでは単一

目的の最適化を行いながら，全体として多目的最適

化を行う．ただし，一度割り当てられた重みベクト

ルは変化しない．
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Fig. 1 (n-1)次元の超平面上に割り付けられたセル

4 アルゴリズムの変更

本論文で報告を行う提案手法は，これまでに発表を

行っていた環境分散遺伝的アルゴリズムとは，以下のア

ルゴリズムが異なる．

• 近傍移住．（本手法は，移住トポロジがリング型を
形成しない）

• 重み変化．（本手法は，ｎ目的を同時に考慮する）
• 非劣解アーカイブのシェアリング．（本手法では，ｎ
目的を同時に考慮する）
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